
　

佐
世
保
工
業
高
校
で
は
、美
化
委
員
会
で
毎
月
一
回
地
域
清
掃
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。通
学
路
を
中
心
に
、近
隣
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま

す
。短
時
間
の
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、み
ん
な
熱
心
に
ご
み
を
探
し

拾
っ
て
い
き
ま
す
。き
れ
い
に
な
っ
た
道
を
下
校
す
る
と
き
は
、と
て

も
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、本
校
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
が
あ
り
ま
す
。児
童
セ

ン
タ
ー
で
子
ど
も
た
ち
の
勉
強
を
み
た
り
、遊
び
相
手
に
な
っ
た
り
、

地
域
の
お
祭
り
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、募
金
の
呼
び
か
け
を
し
た

り
と
、文
字
通
り
、様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
が
流
行
し
て
か
ら
は
校
内
の
窓
磨
き
や
地
域
清
掃
が
活
動
の

中
心
で
す
が
、毎
日
行
う
こ
と
で
自
分
た
ち
の
心
も
磨
か
れ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

　

地
域
清
掃
を
し
て
い
る
と
、す
れ
違
う
方
か
ら「
ご
苦
労
さ
ま
。」や

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」と
い
っ
た
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。人
の
役
に
立
つ
喜
び
が
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

職
業
観
を
育
ん
で
い
ま
す
。私
た
ち
を
見
守
り
、支
え
て
下
さ
っ
て
い

る
地
域
と
の

つ
な
が
り
を

大
切
に
し
な

が
ら
、こ
れ
か

ら
も
こ
の
活

動
を
継
続
し

て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い

ま
す
。

　コロナ禍に見舞われて三度目の秋を迎えておりますが、佐世保市民の皆様におか
れましてはいかがお過ごしでしょうか。「徳育」第１０号の発刊に寄せて、一言ご挨
拶申し上げます。
　今年の徳育推進フォーラムは、佐世保徳育推進会議が発足して丸１０年を経過し
たことと、この地に市制が施行されて１２０周年にあたることとに鑑み、「佐世保市
制１２０周年　佐世保徳育推進会議１０周年記念式典・特別記念講演」として挙行
されました。過去２年間は新型コロナウィルス感染症の蔓延を考慮して録画映像の
放映及びＤＶＤ配布というかたちにせざるを得ませんでしたが、アルカスSASEBO
大ホールを会場として３年ぶりの対面開催を無事に実施できたことは何よりの喜び
でした。「１０年間の回顧と未来への提言」というフォーラムとしてのテーマも、特
別記念講演とそれを受けた座談会を通じて十分に達成されたものと思われます。
　世界中で人々のさまざまな活動を停止あるいは停滞させてきたコロナ禍の爪跡は
あまりにも大きく、その傷から立ち直って再び創造的な文化・社会活動を推進して
いくのは相当に困難であることが予想されます。しかしそのような状況であるから
こそ、徳育はいよいよ重要度を増しておりますし、佐世保徳育推進会議のこれまで
の活動もたとえ遅々たる歩みではあれ、それを市民運動として継続してきたことに
大きな意義があったと言えましょう。
　孔子は「たとえば山を

つく
為るがごとし。未だ

いっき
一簣も成さずして

や
止むは吾が止むなり。

たとえば地を平らにするがごとし。一簣を覆すといえども進むは吾が
ゆ
往くなり」と

述べました。山をつくろうとして
もっこ
簣一杯の土しか運ばずにやめるのは自分次第、地

面を平らにしようとして簣一杯の土しか運ぶことができないとしても進むのは自分
次第、ということです。この佐世保徳育推進会議の歩みは、まさに佐世保に健全な
まちづくりという山を築き、地をならすのに簣一杯の土を運ぶような迂遠なものか
もしれません。しかし、それを今後も継続することによって、佐世保の豊かな未来
の実現にささやかながらも貢献し得るものと確信しております。

たとえば山をつくるがごとし

　佐世保徳育推進会議 会長　木 村　勝 彦

わが　 の一徳運動校 わが　 の一徳運動社

わが　 の一徳運動家 の一徳運動わが 地 域
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相
浦
小
学
校
で
は
、
学
校
教
育
目
標
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

未
来
社
会
を
た
く
ま
し
く
切
り
拓
く
た
め
に
、
本
気
で
が
ん
ば
る
児
童

の
育
成
」
を
め
ざ
し
、
日
々
の
教
育
活
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

令
和
四
年
度
の
短
期
的
目
標
で
あ
る
「
安
心
で
き
る
場
で
学
び
の
充
実

を
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
重
点
事
項
と
し
て
も
「
学
校
内
外
で
、
進

ん
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
習
慣
を
つ
け
る
」
を
掲
げ
て
お
り
、
全
校
を
あ

げ
て「
あ
い
さ
つ
運
動
」に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。具
体
的
に
は
、

毎
週
数
回
、
曜
日
を
決
め
て
委
員
会
児
童
に
よ
る
あ
い
さ
つ
運
動
を
行

う
ほ
か
、
高
学
年
児
童
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
校
門
近
く
に
立
っ
て
あ

い
さ
つ
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
全
校
児
童
が
あ
い
さ
つ
名
人
に

な
ろ
う
」
を
合
言
葉
に
、
日
常
的
に
職
員

が
声
か
け
を
行
っ
て
お
り
、
毎
月
、
生
活
安

全
委
員
会
で
各
学
年
の
あ
い
さ
つ
名
人
を

選
定
し
て
放
送
で
発
表
し
、
あ
い
さ
つ
名

人
シ
ー
ル
を
授
与
す
る
と
い
っ
た
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
全
員
が
で
き
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
今
後
も
指
導
が
必
要
で
す
。

保
護
者
・
地
域
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
な

が
ら
、
今
後
も
学
校
・
地
域
が
元
気
に
な

る
よ
う
な
あ
い
さ
つ
の
で
き
る
児
童
を
育

て
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

有
限
会
社 

川
口
家
染
工
場　
取
締
役
部
長　

川
口　

直
人

　

弊
社
は
、
創
業
百
二
十
年
。
手
作
業
に
よ

る
本
染
め
を
手
掛
け
る
街
の
染
め
も
の
屋
さ

ん
で
す
。
旗
や
幕
の
注
文
が
多
く
、
デ
ザ
イ

ン
か
ら
製
作
ま
で
を
一
貫
し
て
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
記
念
タ
オ
ル
や
ウ
ェ
ア
プ
リ
ン

ト
製
品
、
更
に
は
協
力
工
場
と
の
連
携
に
よ

る
複
雑
な
デ
ザ
イ
ン
に
も
対
応
で
き
る
機
械

印
刷
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
製
品
の
製
作
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
時
代
と
共
に
多
様

化
す
る
お
客
様
の
ご
要
望
に
幅
広
く
対
応
す
べ
く
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

弊
社
の
徳
育
推
進
の
取
り
組
み
と
し
て
、
様
々
な
シ
ー
ン
で
の
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
大
事
に
、
そ
し
て
密
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
製
品
の
デ

ザ
イ
ン
内
容
等
は
勿
論
の
事
、
お
客
様
が
何
の
為
に
弊
社
の
製
品
を
使
い
た

い
の
か
、
使
い
易
く
目
的
に
沿
っ
た
製
品
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
。
常
に

相
手
の
目
線
に
立
っ
た
満
足
度
の
高
い
も
の
づ
く
り
を
行
う
べ
く
日
々
の
業

務
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
弊
社
内
に
お
い
て
も
、
部
門
間
の
意
思

疎
通
を
大
事
に
し
て
お
り
、
必
ず
営
業
部
門
と
製
造
部
門
が
共
通
の
完
成
イ

メ
ー
ジ
で
ス
ム
ー
ズ
に
仕
事
に
取
り
掛
か
れ
る
よ
う
社
内
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
社
内
外
で
の
徳
育
推
進
を
通
し
て
、
よ
り
良
い
製
品
づ
く
り
、
よ

り
良
い
社
内
環
境
づ
く
り
を
継
続
し
、
長
く
地
域
に
求
め
ら
れ
る
地
元
企
業

を
目
指
し
、
日
々
努
力
を
積
み
重
ね
て
参
り
ま
す
。

賛助会員とは、佐世保徳育推進会議が推進する徳育推進事業の趣旨に賛同していただける方、また本会議の運営を支援
していただける方のことをいいます。

佐世保徳育推進会議では当会の趣旨をご理解して
いただけるたくさんの賛助会員を募集しています。

□ 会費（年会費・口数は自由です）
　 ●個人…１口1,000円　●法人・企業…１口5,000円
□ ご賛同いただける方には、入会手続き「賛助会員加入申込書」を
　 お送りします。詳しくは当事務局へご連絡ください。

賛助会員を募集しています　賛助会員を募集しています　！！

（
敬
称
略
）

地
域
に
見
守
ら
れ
て
生
き
る 　

   　
家
庭
倫
理
の
会　

中
村　

妙
子

佐世保徳育推進会議

　

今
年
後
期
高
齢
者
と
な
っ
た
私
は
、

一
人
暮
ら
し
も
八
年
目
に
な
り
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
、
孤
独
に
な

り
孤
立
し
が
ち
と
聞
き
ま
す
。
そ
う
な

ら
な
い
為
に
も
、
地
域
と
の
関
わ
り
を

持
つ
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
私
の
住

ん
で
い
る
地
域
で
は
、
民
生
委
員
の
方

の
声
か
け
や
挨
拶
、
そ
し
て
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
行
事
へ
の
お
誘

い
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
参
加
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
隣
近

所
の
方
々
と
の
会
話
も
あ
り
、
和
や
か
で
明
る
く
生
き
生
き
と
生
活

で
き
る
事
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
自
分
か
ら
進
ん
で
積
極
的
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
強
く
し
、
地
域
と
の
関
わ
り

を
も
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
健
康
長
寿
の
も
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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令和４年１０月１５日 ㈯
（於)アルカスSASEBO大ホール

［令和4年度］
第13回 徳育推進フォーラム徳育推進フォーラム

佐世保徳育推進会議10周年記念式典・特別記念講演

市制１２０周年

■応募方法　

■ご不明な点はお気軽にご質問ください。

応募用紙に必要事項と４００字以内のお話を書き込み、佐世保徳育推
進会議事務局宛にお送りください。FAX・E-mailでのご応募も受け付
けております。また、ご質問・ご感想等もお待ちしております。応募
用紙は佐世保徳育推進会議事務局ほか、佐世保市のHP、社会教育課
で配布しております。

佐世保徳育推進会議事務局
TEL/FAX（0956）23－2856
E-mail　sasebotokuiku@alpha.ocn.ne.jp

あなたの 募集します！！徳聞いて する話
　広報させぼ「徳育通信」コーナーでは、あなたが身の周りで見つけた

り感じたりした「聞いたら心が温まる話」を募集しています！
　日常のほんの小さなうれしい出来事や、ぜひ皆さんに聞いてほしい

徳育に関するお話など、あなたの“聞いて「徳」する話”をお聞か
せください！
　採用された方のお話は、広報させぼに掲載させていただきます。

『徳育』（本紙）のバックナンバーはコチラから。
フォーラムの歩み、地域での取り組みなど、徳育のヒントが盛りだくさんです！ ぜひご覧ください！

≪特別記念講演≫

　「道徳力を磨く～たくましく生き抜くために～」と
言うテーマで、一般社団法人 倫理研究所 理事長の
丸山敏秋氏に、ご講演をいただきました。
　講演では、「家庭は教育の原点であり、人格の根を
築く場である」、「子どもは小さな大人ではない」、
「親子間は見えない通路が存在する」、「子どもの育て
方にマニュアルはない」といった４つの観点で、家庭
教育の大切さについて説明をされました。
　また、昨今の大変動の時代をたくましく生き抜くた
めに、何が大切かについて話をされ、心の根を育む
「根の教育」の重要さについて参加者も理解を深める
ことができました。

≪座談会≫

　丸山氏の講演を受け、「道徳力をいかに磨くか」というテーマで佐世保市長や佐世保徳育推進会議会長、会員
等を交えた座談会を行いました。座談会では、普段は聞けないような市長の家庭内での徳育や、日々の生活で
徳育に関して取り組んでいる事など皆さんと共有しました。

　令和4年10月15日（土）、アルカスSASEBO大ホールにて、市制120周年 佐世保徳育推進会議10周年記念式典
が行われました。佐世保徳育推進会議が設立されて、10周年を迎える今回のフォーラムでは、特別記念講演や
座談会など、例年より規模を拡大して実施し、より多くの方々が徳育について考える良い機会となりました。

　毎年、市民の皆さんから徳育に
関する標語を募集して、まちなか
徳育標語コンクールを開催してい
ます。今年は、全部で551作品の
応募があり、その中から選ばれた
24作品が本フォーラムにて表彰さ
れました。表彰された標語は、毎
年市内全家庭に配布している徳育
推進カレンダーに掲載予定です。

佐世保商工会議所女性会朝長則男佐世保市長 中倉まち子佐世保徳育推進会議副会長

標語コンクール表彰式標語コンクール表彰式

「徳育」が広がるには何が必要と思いますか （徳育推進に関するご意見）
●徳育の取り組みを若い世代（子育て世代）にもっと知ってもらいたい。
●日々の生活の中で役立つヒントをたくさん得られる機会なので、フォーラムのような機会を増やしてほしい。
●他の都市にはない佐世保市ならではの取り組みなので、もっと市民に認知されるよう継続的に取り組んでほしい。

特別記念講演についてお答えください。

◆

◆
●家庭教育の大切さについて改めて考えることができた。 ●子どもとの関わり方を見直し、感性を磨けるよう意識したい。
●子育ての時期に聞いておきたい話がたくさんあってとても良かった。

≪
参
加
者
の
声≫


